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岸田再改造内閣

岸
田
文
雄
首
相
は
９
月
13

日
、
内
閣
改
造
を
行
い
、
第

２
次
岸
田
第
２
次
改
造
内
閣

が
発
足
し
た
（
左
掲
）。

今
回
の
改
造
内
閣
に
お
け

る
地
方
自
治
関
係
ポ
ス
ト
で

は
、
元
瀬
戸
市
議
会
議
員
の

鈴
木
淳
司
氏
が
総
務
大
臣
に

就
任
。
河
野
太
郎
氏
が
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
担

当
大
臣
、
自
見
は
な
こ
氏
が

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
地

方
創
生
）
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任

し
た
。
ま
た
、
岸
田
首
相
は

同
日
、
内
閣
改
造
に
先
立
っ

て
自
民
党
の
役
員
人
事
を
行

い
、
新
執
行
部
を
発
足
さ
せ

た
。
森
山
裕
氏
（
元
鹿
児
島

市
議
会
議
長
、
元
本
会
九
州

部
会
長
）
が
総
務
会
長
に
就

任
し
、
萩
生
田
光
一
政
務
調

査
会
長
（
元
八
王
子
市
議
会

議
員
）
が
留
任
し
た
。

本
会
で
は
こ
れ
を
受
け
て
、

坊
恭
寿
会
長
（
神
戸
市
）
が

今
後
、
国
会
対
策
委
員
会
の

委
員
を
新
た
に
指
名
し
、
要

望
活
動
の
た
め
の
体
制
を
整

備
、
令
和
６
年
度
予
算
編
成

に
向
け
て
活
動
を
行
う
。

第2次岸田再改造内閣の顔ぶれ（出典＝首相官邸HP）

予算編成に向けた活動へ本 会本 会

第２次 9 月 1 3 日  発 足9 月 1 3 日  発 足

※衆議院選挙区はいずれも令和 4年の区割り変更前。
※表内の■は、市議会議員出身者で（　）内は出身市議会。

大　臣 氏　名 選挙区（市区部のみ表記）
総 理 大 臣 岸 田 文 雄 広島１区（広島市中区、東区、南区）

総 務 大 臣 鈴 木 淳 司
（ 瀬 戸 市 ）

愛知7区（瀬戸市（一部除く）、大府市、
尾張旭市、豊明市、日進市、長久手市）

法 務 大 臣 小 泉 龍 司 埼玉11区（熊谷市（一部）、秩父市、本
庄市、深谷市）

外 務 大 臣 上 川 陽 子 静岡1区（静岡市葵区（一部除く）、駿河区
（一部除く）、清水区（一部））

財 務 大 臣 鈴 木 俊 一
岩手2区（宮古市、大船渡市、久慈市、遠
野市、陸前高田市、釜石市、二戸市、八
幡平市、滝沢市）

文部科学大臣 盛 山 正 仁 兵庫1区（神戸市東灘区、灘区、中央区）
厚生労働大臣 武 見 敬 三 参院東京
農林水産大臣 宮 下 一 郎 長野5区（飯田市、伊那市、駒ヶ根市）

経済産業大臣 西 村 康 稔 兵庫9区（明石市、洲本市、南あわじ市、
淡路市）

国土交通大臣 斉 藤 鉄 夫 広島3区（広島市安佐南区、安佐北区、安
芸高田市）

環 境 大 臣 伊藤 太郎 宮城4区（塩竈市、多賀城市、富谷市）
防 衛 大 臣 木 原　 稔 熊本1区（熊本市中央区、東区、北区）
官 房 長 官 松 野 博 一 千葉３区（千葉市緑区､ 市原市）
デジタル大臣
デジ田構想担当 河 野 太 郎 神奈川15区（平塚市、茅ヶ崎市）

復 興 大 臣 土 屋 品 子
埼玉13区（春日部市（一部除く）、越谷市
（一部）、久喜市（一部除く）、蓮田市、白岡
市）

国家公安委員長
防 災 担 当 松 村 祥 史 参院熊本

少子化担当
女性活躍担当 加 藤 鮎 子 山形3区（鶴岡市、酒田市、新庄市）

経 済 再 生
感染症担当

新 藤 義 孝
（ 川 口 市 ） 埼玉2区（川口市（一部除く））

経済安保担当 高 市 早 苗 奈良2区（奈良市（一部）、大和郡山市、
天理市、香芝市）

地方創生担当 自見はなこ 参院比例

第２次岸田第２次改造内閣 （敬称略）

役　職 氏　名 選挙区（市区部のみ表記）

副 総 裁 麻 生 太 郎 福岡8区（直方市、飯塚市、中間市、宮若
市、嘉麻市）

幹 事 長 茂 木 敏 充 栃木５区（足利市、栃木市（旧栃木市の
区域）、佐野市）

総 務 会 長 森 山　 𥙿
（鹿児島市）

鹿児島4区（鹿屋市、西之表市、垂水
市、曽於市、霧島市、志布志市）

政 調 会 長 萩生田光一
（八王子市）東京24区（八王子市（一部除く））

選対委員長 小 渕 優 子 群馬5区（高崎市（一部）、渋川市（一
部除く）、富岡市、安中市）

国対委員長 髙 木　 毅 福井2区（敦賀市、小浜市、鯖江市、越
前市）

自民党新執行部 （敬称略）

https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp
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総 務 省総 務 省

地
方
交
付
税　

過
去
最
高
の

地
方
交
付
税　

過
去
最
高
の
1818
・
６
兆
円

・
６
兆
円

以
外
の
給
与
関
係
経
費
が

0
・
3
兆
円
増
の
19
・
1
兆
円
、

社
会
保
障
費
の
増
加
に
よ
り
、

一
般
行
政
経
費
で
0
・
7
兆

仮
試
算
に
よ
る
と
、
歳
入・

歳
出
の
合
計
は
そ
れ
ぞ
れ

92・9
兆
円
と
な
っ
て
い
る
。

歳
出
の
う
ち
、
退
職
手
当

地
方
財
政
収
支
の
仮
試
算
　
公
表

地
方
財
政
収
支
の
仮
試
算
　
公
表

復
興
事
業
等
に
係
る
財
源
の

確
保
は
、
通
常
収
支
と
は
別

枠
で
整
理
し
、
地
方
の
所
要

の
事
業
費
及
び
財
源
を
確
実

に
確
保
す
る
よ
う
事
項
要
求

と
し
て
い
る
。

円
増
の
42
・
8
兆
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

歳
入
は
、「
中
長
期
の
経
済

財
政
に
関
す
る
試
算
」
に
よ

る
各
種
指
標
を
用
い
て
試
算

し
た
も
の
で
、
一
般
財
源
は
、

地
方
税
・
地
方
譲
与
税
等
が

前
年
度
か
ら
0
・
7
兆
円
増

の
46・４
兆
円
、交
付
税
総
額

は
18
・
６
兆
円
を
見
込
ん
だ
。

財
源
不
足
を
補
う
臨
時
財
政

対
策
債
は
、地
方
税・地
方
譲

与
税
等
の
伸
び
を
見
込
ん
だ

こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
か
ら

29・0
％
減
の
0・7
兆
円
に

抑
制
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
一
般
財
源
総

額
は
、
前
年
度
比
0
・
6
兆

円
増
の
65
・
7
兆
円
（
交
付

団
体
ベ
ー
ス
で
前
年
度
比

0
・
6
兆
円
増
の
62
・
8
兆

円
）
と
な
っ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・

同
省
は
地
方

交
付
税
の
概
算

要
求
に
あ
た
り
、

算
定
の
前
提
と

な
る
「
令
和
6
年

度
の
地
方
財
政

の
課
題
（
通
常
収

支
分
）」
を
公
表
。

こ
の
中
で
、
▽
活

力
あ
る
多
様
な

地
域
社
会
の
実
現
等
の
重
要

課
題
へ
の
対
応
、
▽
地
方
の

一
般
財
源
総
額
の
確
保
等
▽

地
域
Ｄ
Ｘ
の
推
進
と
財
政
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
―
の
３

つ
を
挙
げ
た
。

活
力
あ
る
多
様
な
地
域
社

会
の
実
現
等
の
重
要
課
題
へ

の
対
応
で
は
、「
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
２
３
（
骨
太
の
方
針
）」

等
を
踏
ま
え
、
▽
地
方
団
体

が
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
の
推
進
や
こ

ど
も
・
子
育
て
政
策
の
強
化

な
ど
（
左
掲
）、活
力
あ
る
多

様
な
地
域
社
会
の
実
現
等
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
安
定
的
な
税
財
政
基
盤

を
確
保
す
る
と
し
て
い
る
。

地
方
税
・
地
方
譲
与
税
、

地
方
交
付
税
な
ど
、
地
方

の
安
定
的
な
財
政
運
営
に

必
要
と
な
る
一
般
財
源
総

額
は
、
社
会
保
障
関
係

費
等
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
中
、
活
力
あ
る
多
様

な
地
域
社
会
の
実
現
等
の	

重
要
課
題
へ
対
応
し
つ
つ
、

骨
太
の
方
針
等
を
踏
ま
え
、

令
和
5
年
度
地
方
財
政
計
画

の
水
準
を
下
回
ら
な
い
よ
う

令和 6年度地方財政収支（仮試算）	 総務省資料から

①地方交付税（うち法定加算等）	 0.3
②臨時財政対策債	 0.7 
③建設地方債の増発	 0.8

歳入92.9兆円（+0.9）

歳出 92.9兆円（+0.9）

水準超経費を除く交付団体ベース 62.8兆円（+0.6兆円）
 一般財源総額 65.7兆円（+0.6兆円）

財政不足額 1.8兆円（▲0.2兆円）

給与関係経費
20.3（＋0.3）

一般行政経費
42.8（+0.7）

投資的経費
12.0（0.0）

公債費
11.0

（▲0.2）

その他
6.8

（+0.0）

地方交付税
18.6（+0.2）

国庫支出金
15.2（+0.2）

地方債等
11.2（0.0）

地方税・地方譲与税等
46.4（+0.7）

※表示単位未満四捨五入の関係で積上げと合計が
一致しない場合がある。

※ (  ) 内は令和 5 年度地方財政計画からの増減額

①②③

（単位：兆円）

国 地  方

0.7 兆円
（▲ 0.3 兆円）

+

交 付 額

臨時財政対策債
・ 交付税法定率分（地方法人税）等

1.9 兆円（+0.1 兆円）
・特会借入金の元利償還金

▲ 0.6 兆円（+ 0.8 兆円）
・特会剰余金の活用

－兆円（▲ 0.1 兆円）
・機構準備金の活用

－兆円（▲ 0.1 兆円）
・前年度からの繰越

－ 兆円（▲ 1.4 兆円）

交付税特別会計

令和 6年度　地方交付税の姿（概算要求）	 総務省資料から

※表示単位未満四捨五入の
関係で積上げと合計が一致
しない場合がある。

※ (  ) 内は令和 5 年度地方財
政計画からの増減額

・交付税法定率分（国税4税）等
16.8 兆円（+ 0.7 兆円）

・法定加算・覚書加算
0.3 兆円（+ 0.3 兆円）

17.2 兆円
（+1.0 兆円）

国の一般会計
18.6 兆円

（+ 0.2 兆円）交
付
税
特
会
か
ら
の「
出
口
」ベー
ス

交
付
税
特
会
へ
の「
入
口
」ベ
ー
ス

区　分
令和 6 年度
当初要求額

A

令和 5 年度
当初予算額

B

増減額
（A－B)C

増減率
C/B

一
般
会
計

国税４税の法定率分等	 ① 168,324 161,669 6,655 4.1%
一般会計からの加算分	 ② 3,488 154 3,334 2,164.9%

法定加算等 3,488 154 3,334 2,164.9%
臨時財政対策特例加算 0 0 0 ―

計（入口ベース）	 ①+②=③ 171,812 161,823 9,989 6.2%

特
別
会
計

地方法人税の法定率分	 ④ 19,439 18,919 520 2.7%
返還金	 ⑤ 0 0 0 411.9%
特別会計借入金償還額	 ⑥ △ 5,000 △ 13,000 8,000 △ 61.5%
特別会計借入金利子	 ⑦ △ 561 △ 572 11 △ 1.9%
剰余金の活用	 ⑧ 0 1,200 △ 1,200 皆減
地方公共団体金融機構の公庫
債権金利変動準備金の活用	 ⑨ 0 1,000 △ 1,000 皆減

前年度からの繰越	 ⑩ 0 14,242 △ 14,242 皆減
計	④+⑤+⑥+⑦+⑧+⑨+⑩=⑪ 13,878 21,788 △ 7,910 △ 36.3%

地方交付税総額（出口ベース）	③+⑪ 185,690 183,611 2,079 1.1%

令和 6年度地方交付税・地方特例交付金等の概算要求	 総務省資料から

※特別会計とは「交付税及び譲与税配付金特別会計」のこと。
※表示単位未満四捨五入の関係で、積上げと合計、増減率が一致しない場合がある。

（単位：億円）

地方財政の課題

多様な地域社会の実現等多様な地域社会の実現等
活力ある多様な地域社会の
実現等の重要課題

◇ＤＸ・ＧＸの推進
◇こども・子育て政策の強化
◇地方への人の流れの強化等に
よる個性をいかした地域づく
りの推進

◇防災・減災、国土強靱化を始め
とする安全・安心なくらしの実
現、人への投資

総
務
省
は
８
月
31
日
、「
令
和
6
年
度
地
方
財
政
収
支
の
仮
試
算
」
を
公
表
し
た
。
同
省

は
、
こ
れ
を
も
と
に
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
出
口
ベ
ー
ス
で
前
年
度
比
０
・
2
兆
円
増
、
過

去
最
高
の
18・6
兆
円
を
要
求
す
る
と
と
も
に
、引
き
続
き
巨
額
の
財
源
不
足
が
生
じ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
交
付
税
率
の
引
上
げ
を
事
項
要
求
と
し
た
。

+1.4 兆円
（▲ 0.8 兆円）
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蕨市役所新庁舎
（写真提供＝蕨市）

▽
蕨
市
（
埼
玉
県
）

〒
３
３
５
―
８
５
０
１

蕨
市
中
央
５
―
14
―
15

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
、
傍
聴
席
に
は
車
い

す
席
、
記
者
席
が
設
け
ら
れ

て
い
る
ほ
か
、
難
聴
者
支
援

設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配

慮
し
、
傍
聴
席
へ
向
か
う
廊

下
に
は
ゆ
る
や
か
な
ス
ロ
ー

プ
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。議場

（同左）

新
庁
舎
落
成

総
務
省
は
8
月

31
日
、
計
画
規
模

9
兆
２
１
０
１
億

円
、
前
年
度
比

3
・
0
％
減
を
見

積
っ
た
「
令
和
6

年
度
地
方
債
計
画

（
案
）」
を
公
表
し

た
。
3
年
連
続
の

減
少
と
な
っ
た
。

同
計
画
案
は
、
①
引
き
続

き
厳
し
い
地
方
財
政
の
状
況

の
下
で
、
地
方
公
共
団
体
が

地
域
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
確
実
に
提
供
で
き
る
よ

う
、
地
方
財
源
の
不
足
に
対

処
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
所
要
の
地
方

債
資
金
の
確
保
を
図
る
こ
と

②
「
令
和
6
年
度
予
算
の
概

算
要
求
に
当
た
っ
て
の
基
本

的
な
方
針
に
つ
い
て
」
及
び

「
令
和
6
年
度
地
方
財
政
収

支
の
仮
試
算
［
概
算
要
求

時
］
」
を
踏
ま
え
る
こ
と
―

と
の
考
え
に
基
づ
い
て
策
定

さ
れ
て
い
る
。

内
訳
は
、
普
通
会
計
分
が

前
年
度
比
4
・
2
％
減
の
6

兆
５
２
８
３
億
円
。
こ
の
う

ち
、
通
常
分
は
前
年
度
と
同

額
の
４
兆
９
７
１
７
億
円
、

特
別
分
は
、
臨
時
財
政
対
策

債
を
29
・
0
％
減
の
７
０
６

６
億
円
に
抑
制
し
た
こ
と
に

よ
り
、
15
・
6
％
減
の
1
兆

５
５
６
６
億
円

と
な
っ
た
。

臨
時
財
政
対

策
債
以
外
の
特

別
分
は
、
財
源

対
策
債
７
6
０

０
億
円
、
退
職

手
当
債
８
０
０

億
円
、
調
整
１

０
０
億
円
と
い

ず
れ
も
前
年
度

同
額
と
な
っ
て

い
る
。

公
営
企
業
会

計
等
分
に
つ
い

て
は
、
前
年
度

臨時財政対策債 29％減臨時財政対策債 29％減
地方債計画案

府中市役所新庁舎
（写真提供＝府中市）

▽
府
中
市
（
東
京
都
）

〒
１
８
３
―
８
７
０
３

府
中
市
宮
西
町
２
―
24

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

変
更
な
し

議
場
も
含
め
た
議
会
フ
ロ

ア
の
内
装
は
、
ナ
ラ
、
ハ
リ

ギ
リ
、
サ
ク
ラ
と
い
っ
た
武

蔵
野
の
地
に
昔
か
ら
根
付
く

樹
種
を
使
用
し
、
け
や
き
並

木
な
ど
府
中
の
豊
か
な
自
然

を
象
徴
す
る
木
に
包
ま
れ
た

空
間
を
目
指
し
た
。

議
場
内
は
自
然
採
光
・
間

接
照
明
に
よ
り
、
暖
か
な
雰

囲
気
が
醸
し
出
さ
れ
て
い
る
。

議場
（同左）

区　分
令和 6 年度
計画額（案）

A

令和 5 年度
計 画 額

B
差 引

（A－B）C
増減率

C/B×100
普通会計分	 ① （②+③） 65,283 68,163 △ 2,880 △ 4.2

通常分	 ② 49,717 49,717 0 0.0
特別分	 ③ 15,566 18,446 △ 2,880 △ 15.6

臨時財政対策債　 7,066 9,946 △ 2,880 △ 29.0
財源対策債 7,600 7,600 0 0.0
退職手当債 800 800 0 0.0
調　　　整 100 100 0 0.0

公営企業会計等分	 ④ 26,818 26,818 0 0.0
総 計	 ①+④ • ⑤+⑥ 92,101 94,981 △ 2,880 △ 3.0

通常分	 ⑤（②+④） 76,535 76,535 0 0.0
特別分	 ⑥（③) 15,566 18,446 △ 2,880 △ 15.6

通常収支分　（総務省資料から）	 （単位：億円、％）

と
同
額
の
２
兆
６
８
１
８
億

円
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、「
東

日
本
大
震
災
分
」
に
係
る
地

方
債
計
画
に
つ
い
て
は
、
東

日
本
大
震
災
に
関
連
す
る
事

業
を
円
滑
に
推
進
で
き
る
よ

う
、
所
要
額
に
つ
い
て
、
そ

の
全
額
を
公
的
資
金
に
よ
り

確
保
を
図
る
こ
と
と
し
、
別

途
策
定
す
る
と
し
て
い
る
。

お
知
ら
せ

次
号
の
旬
報
は
、
10
月

15
日
付
の
２
２
４
２
・
４

３
号
合
併
号
と
し
て
発
行

し
ま
す
。

議
会
人
事

▼
議
長

▽
富
谷	

金
子　
透（
9・14
）

▽
須
賀
川	

大
寺
正
晃（
9・14
）

▽
釜
石	

千
葉　
榮（
9・15
）

▽
塩
竈	

鎌
田
礼
二（
9・19
）

▽
秦
野

	

横
山
む
ら
さ
き（
9・19
）

▽
大
洲	

田
中
堅
太
郎（
9・20
）

▼
副
議
長

▽
さ
く
ら	

加
藤
朋
子（
9・5
）

▽
柏	

松
本
寛
道（
9・8
）

▽
富
谷	

菅
原
福
治（
9・14
）

▽
須
賀
川	

溝
井
光
夫（
9・14
）

▽
釜
石	

佐
々
木
聡（
9・15
）

▽
塩
竈	

西
村
勝
男（
9・19
）

▽
多
賀
城

	

米
澤
ま
き
子（
9・19
）

▽
秦
野	

原　
　
聡（
9・19
）

▽
氷
見	

正
保
哲
也（
9・20
）

▽
大
洲	

弓
達
秀
樹（
9・20
）

▼
事
務
局
長

▽
宇
和
島	

宇
都
宮
太（
4・1
）

実
質
的
に
同
水
準
を
確
保
す

る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、こ
ど
も・子
育
て
政

策
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
国

と
地
方
が
車
の
両
輪
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
「
子
ど
も
未
来
戦
略
方

針
」
等
を
踏
ま
え
、
地
方
財

源
を
適
切
に
確
保
す
る
と
し

て
い
る
ほ
か
、
東
日
本
大
震

災
に
係
る
地
方
の
復
旧
・
復

興
事
業
等
は
、
通
常
収
支
と

は
別
枠
で
整
理
し
、
所
要
の

事
業
費
及
び
財
源
を
確
実
に

確
保
す
る
と
し
て
い
る
。
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市　章

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
４
万
７
２
７
２
人

（
令
和
５
年
９
月
１
日
）

▽
面
積　
85・10
㎢　

▽
歴
史
・
沿
革　
明
治
時
代

か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
製

糸
業
で
栄
え
た
平
野
村
は
、

世
界
的
恐
慌
の
打
撃
を
受
け
、

不
況
に
苦
し
ん
で
い
た
。
行

き
詰
ま
っ
た
村
政
を
転
換
さ

せ
、
多
角
的
工
業
都
市
と
し

て
再
出
発
し
、
人
心
の
一
新

を
図
る
た
め
、
村
と
し
て
日

本
一
人
口
の
多
か
っ
た
平
野

村
か
ら
町
制
を
経
ず
、
昭
和

11
年
４
月
１
日
に
市
制
を
施

行
し
、「
岡
谷
市
」
と
な
っ
た
。

▽
シ
ン
ボ
ル　
市
章
の
上
半

円
は
「
岡
」、下
半
円
は
「
谷
」

を
表
わ
し
、
上
下
半
円
が
協

力
円
満
な
市
の
発
展
を
表
現

し
て
い
る
。市
花
つ
つ
じ
。市

木
い
ち
い
。

【
議
会
の
概
要
】

▽
議
員
定
数
　
18
人

（
現
在・男
性
15
人
、
女
性
３

人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
５
年
４

月
16
日
告
示
。
立
候
補
者
17

人
。（
無
投
票
）。
令
和
５
年

９
月
24
日
再
選
挙
。

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
平
成

29
年
４
月
の
議
会
基
本
条
例

施
行
以
来
、
様
々
な
議
会
改

革
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
市

長
へ
の
政
策
提
言
書
の
提
出

や
オ
ン
ラ
イ
ン
委
員
会
開
催

を
可
能
と
す
る
条
例
改
正
を

行
っ
た
ほ
か
、
議
員
が
長
期

に
欠
席
し
た
際
の
報
酬
等
の

支
給
に
つ
い
て
特
例
を
定
め

る
な
ど
、
よ
り
一
層
の
議
会

塩嶺王城パークラインから望む岡谷市
（写真提供＝岡谷市）

本
市
は
、
長
野
県
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
諏
訪
湖
の

西
岸
に
面
し
、
西
北
に
は
塩

嶺
王
城
県
立
公
園
、
東
に
は

八
ヶ
岳
連
峰
、
遠
く
に
は
富

士
山
を
望
む
、
湖
と
四
季
を

彩
る
山
々
に
囲
ま
れ
た
風
光

明
媚
な
都
市
で
す
。ま
た
、諏

訪
湖
唯
一
の
流
出
河
川
天
竜

川
が
発
し
、
遠
く
浜
松
に
達

し
て
い
ま
す
。
名
物
の
「
岡

谷
の
う
な
ぎ
」
は
「
さ
ば
き

は
関
東
風
の
背
開
き
」「
焼
き

は
蒸
さ
ず
に
炭
火
で
じ
っ
く

り
焼
く
関
西
風
」
で
、
皮
は

パ
リ
パ
リ
、
中
は
ふ
っ
く
ら

で
、
甘
く
て
濃
い
た
れ
が
特

徴
で
、
お
す
す
め
で
す
。
ぜ

ひ
、緑
と
湖
の
ま
ち
「
岡
谷
」

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
長
の
話

議
長
の
話

岡

谷

市

監
事
市
紹
介

第6回第 6回

今
いまいやすよし

井康善 議長

改
革
に
向
け
議
論
を
進
め
て

い
る
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
の
販
売
が
９

月
20
日
㈬
か
ら

は
じ
ま
っ
た
。1

等
の
当
せ
ん
金
額
は
前
後
賞

合
わ
せ
て
５
億
円
。販
売
期

間
は
10
月
20
日
㈮
ま
で
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
は
、
夏
の
サ
マ
ー
ジ
ャ

販 売 開 始販 売 開 始 収益は自治体財源に収益は自治体財源に
9月20日 (火) 10月20日 (金)か

ら

ン
ボ
宝
く
じ
と
と
も
に
売
上

金
の
う
ち
約
36
％
（
令
和
4

年
度
）が
収
益
金
と
な
り
、市

区
町
村
の
貴
重
な
自
主
財
源

と
し
て
、
様
々
な
公
益
事
業

に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

売
上
金
は
近
年
減
少
傾
向

に
あ
り
、
令
和
4
年
度
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
・
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
ジ
ャ
ン
ボ
の
合
計
売
上
は

平
成
14
年
と
比
較
し

て
、
約
４
８
９
億
円

（
30・１
％
）
の
大
幅

減
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、

総
務
省
の
地
方
財
政

審
議
会
が
総
務
大
臣

に
提
出
し
た
「
活
力

あ
る
多
様
な
地
域
社

会
を
実
現
す
る
た
め

の
地
方
税
財
政
改
革
に
つ
い

て
の
意
見
（
令
和
５
年
５
月

25
日
）」
の
中
で
、「
今
後
も
、

人
口
減
少
等
に
よ
り
、
宝
く

じ
を
取
り
巻
く
環
境
が
一
層

厳
し
く
な
る
」と
指
摘
。「
宝

く
じ
の
売
上
げ
回
復
を
通
じ

た
地
方
財
源
の
確
保
を
図
っ

て
い
く
た
め
、
売
場
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
双
方
に
お
け
る

効
果
的
な
販
売
促
進
策
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
、
速
や
か

に
対
策
を
講
じ
て
い
く
べ

き
」
と
し
て
い
る
。➡

宝くじ
公式サイト
★★
★★★

市町村振興宝くじの売上額推移

※併売くじがある場合には、併売くじを含む。
※端数処理の都合により合計が一致しない場合がある。

（単位：億円）

（全国市町村振興協会資料をもとに本会作成）
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